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戸
野村幸正著
「知の体得」 一認知科学への提言一
福村出版(1989.11)
当節、心理学界におけるアカデミズムの論調 語を絶する練達の「技」あるいは「勘」の構造
は、あらゆる資料・データ・考想を文献引用の へと切り込みを入れ、真相の「伝授」は言葉以
形で三人称的に叙述していく、客観主義に傾い 上の知的肉迫を侯ってのみ達成できると説く。
ている。わけてもこの傾向は、数多あるテキス 承けてI部では、こうした知的肉迫の「努
ト編集の手際に顕著だ。移しい文献から諸々の 力」が人間における価値追求の能動性に支えら
知識をデパートヘ寄れば手軽に調達できる既成 れ、それがまた己れ自身の生成へと還流する心
品のように引用し、章節を組み立てていく。特
段の主張を含まないという意味で第三者的ない
し客観的だが、結果は著者不在の教科書となっ
て、通常、退屈と格闘することなく読み切るこ
とはできない。
標掲の一著は、およそこの傾向に対峙する筆
運びで叙述されている。これまで実験心理学の
正統を闊歩して自らの学問を営んできた氏が、
近年隆盛を極める認知科学の根底に、その実、
的力学を論じつつ、その道程に「かかわり」か
ら立ち現れる「矛盾」を捉えて解決を目指す、
その生き様のただ中で真の「知」が獲得される
所以を説き、時代を染め抜く「進歩思想」への
批判と今後の生存のあり方を示唆している。
評者は心して本書を一読・再読、幾多の教示
を得た。同時に、先年なぜ著者がインド留学を
思い定め、実行したのかもまた納得できた。
「生きること」に思いを潜めなくなった「心」
血の通った人間観が欠如している弱点を自省と の研究が、アカデミズムの名においてなお心理
共に嗅ぎ分け、そこを避けては心理学の存在理 学を僣称するとき、果してそれは心理学と呼ぶ
由すら倒壊しかねないと危惧、自らの構想力を
振り搾って纏め上げた「提言」の一書である。
に値するであろうか。著者に後れず筆者の思い
も否である。だからこそ、遅れ馳せながら評者
序章「新しい知のあり方」に続く全編7章は、 もまた「実験」の工夫に頭を痛める昨今と言え
1部「言葉以上の世界を求めて」と、 I部「生 ば、逆説めくであろうか。
成と矛盾の解決」に括り分けられ、前者には 紙幅に限りがあるゆえ、著者に敬意を表し、
「かかわりと生存」 「知のとらえ方」 「言語の なお手短かに一つ質疑を呈して筆を欄きたい。
限界」 「身体の世界一技」 「伝授の世界」の5 言葉の光が届かない暗黙知の深み、技や勘の内
章を、後者に「努力」 「矛盾と生存」の2章を 奥は、果して言葉と根源的に切断された世界な
収めて、 「あとがき」を結んでいる。
これらの諸章を辿って著者は、先ずI部で、
認識が主体の帰属系と他系との「かかわり」か
のであろうか。言語的に明示できぬ限界を我々
はしばしば言葉で暗示する。暗示が言葉の影だ
とすれば、言語を超えた真実の世界も、その暗
ら生成する有様を、仏教の「空」と和辻哲郎の 示力を借りずして示唆はできまい。言葉とそれ
「風土」を介して了解的に「直観」し、 「暗黙 を超える世界は、逆に根元から「かかわり」
知」の深みと言葉を超える真実の了得から、言 合っているのでは・・・ （中島巌）
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